








要旨:経静脈的に経皮的バルーン血管形成術を行うのが不可能もしくは困難な、肺動脈閉

鎖や高度肺動脈狭窄に合併した末梢性肺動脈狭窄に対して体肺短絡経由でバルーン血管形

成術を行った。

  9 例に対して 15 回の体肺短絡経由バルーン血管形成術を試み、  1 例で狭窄部までバル

ーンカテーテルを挿入することが出来なかった。残りの 14 回・ 16 ケ所の末梢性肺動脈狭

窄に対するパルーン血管形成術の成功率は 10/16 ヶ所(63%)であった。合併症は、1 例で

ガイドワイヤーによる肺動脈穿孔・肺出血、1例でバルーン拡張後に肺出血を起こした。

  末梢性肺動脈狭窄に対する体肺短絡経由のバルーン血管形成術は通常の経静脈的バルー

ン血管形成術と同等の成功率であり、有用な方法と思われた。


